
外
国
人
市
民
が
市
役
所

で
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
窓
口
で
は
テ

レ
ビ
電
話
通
訳
シ
ス
テ
ム

を
、
電
話
で
の
相
談
は
外

国
人
市
民
・
市
職
員
・
通

訳
セ
ン
タ
ー
を
結
ぶ
３
者

間
電
話
通
訳
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
ま
し
た
。

●
通
訳
で
き
る
言
語

ポ

ル
ト
ガ
ル
語
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
語（
タ
ガ
ロ
グ
語
）、中

国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
等

●
そ
の
他

利
用
で
き
る

時
間
・
窓
口
等
の
詳
細
は

市
H
P
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
左
記
Q
R
コ
ー
ド

か
ら
参
照
で
き
ま
す

嘩広報あんじょう 2019.11.1

■問諮市民協働課（〈７１〉２２１８）

第
２
次
安
城
市
多
文
化
共
生
プ
ラ
ン

を
策
定
し
ま
し
た

市
で
は
、
今
年
３
月
に「
第
２
次
安
城

市
多
文
化
共
生
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
計
画
で
は
、
国
籍
等
に
か
か
わ

ら
ず
安
城
市
で
暮
ら
す
誰
も
が
将
来
に
希

望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

目
標
と
し
、
多
文

化
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
た
７
つ

の
基
本
方
針
を
定

め
て
い
ま
す
。

■
７
つ
の
基
本
方
針
と
主
な
取
組

暫
多
文
化
共
生
に
対
す
る
理
解
や
意
識
の

定
着

暫
外
国
人
市
民
の
学
習
機
会
の
充
実（
日

本
語
教
室
の
開
催
・
運
営
支
援
）

暫
日
本
人
市
民
と
外
国
人
市
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実

暫
多
く
の
外
国
人
市
民
に
伝
わ
る
情
報
伝

達（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の

効
果
的
な
活
用
）

暫
外
国
人
市
民
の
暮
ら
し
の
不
安
軽
減

（
子
育
て
保
護
者
が
集
え
る
場
の
確
保
、

外
国
人
市
民
の
相
談
対
応
の
充
実
）

暫
外
国
人
市
民
が
地
域
で
活
躍
で
き
る
環

境
づ
く
り

暫
多
文
化
共
生
に
貢
献
す
る
人
材
の
発
掘・

育
成

※
プ
ラ
ン
の
詳
細
は
市
H
P

に
掲
載
。
下
記
Q
R
コ
ー

ド
か
ら
参
照
で
き
ま
す
。

安
城
市
の
現
状

安
城
市
に
は
平
成

年
４
月
１
日
現
在
、

３１

カ
国
、
７
３
６
７
人
の
外
国
人
が
暮
ら

５１し
て
い
ま
す
。
外
国
人
の
人
口
推
移
に
つ

い
て
は
、
平
成

年
の
世
界
的
な
経
済
危

２０

機
の
影
響
で
一
時
減
少
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
景
気
回
復
等
に
伴
い
平
成

年
か

２６

ら
増
加
に
転
じ
、
平
成

年
７
月
に
７
０

３０

０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。
今
年
４
月
に
出

入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法（
入
管
法
）が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
更
な
る

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
国
別
の
割
合
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
が
約

％
で
最
も
多
く
、
フ
ィ

３０

リ
ピ
ン
、
中
国
と
続
き
ま
す
。
近
年
は
、

ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
の
国
籍
の

人
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

市内外国人の人口推移（いずれも４月１日現在）

テレビ電話
通訳

電話通訳

現在、世界には１９６の国・地域があり、それぞれの国や地域ごとに特有の文化や風習が存在
しています。言語、宗教、習慣、文化等の違いを受け入れ、尊重しあいながら、互いに顔の見
える関係を築くことは、地域福祉や防犯・防災等の支えあいによる取組を行う上で欠かせませ
ん。国籍にかかわらず誰もが安心して暮らせる多文化共生社会について考えてみませんか。

Mayisangbagongsistemanginterpreter.

貨 広報あんじょう 2019.11.1

「
あ
い
ち
多
文
化
映
画
祭
」で
上
映

さ
れ
た
映
画「
サ
ン
ゴ
ー
ヨ
ン
★
サ

ッ
カ
ー
」の
上
映
、
宮
地
克
徳
氏（
同

映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）と
土
井
佳

彦
氏（
N
P
O
法
人
多
文
化
共
生
リ

ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
東
海
代
表
理
事
）

に
よ
る
ト
ー
ク
等
を
行
い
ま
す
。
多

様
な
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
達
の
思
い
を

一
緒
に
感
じ
、
多
文
化
共
生
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

月
８
日
掌
午
後
１
時

１２

３０

分
～
４
時（
午
後
１
時
開
場
）

●
場
所

ア
ン
フ
ォ
ー
レ
本
館

●
定
員

人（
定
員
を
超
え
た
場

２００

合
は
抽
選
）

●
申
込
み

月

日
捷
ま
で
の
午

１１

２５

前
８
時

分
～
午
後
５
時

分（
松

３０

１５

掌
抄
承
を
除
く
）に
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

市
民
協
働
課（
緯〈

〉２
２
１
８
／

７１

胃〈

〉３
７
４
１
）へ

７２
※
下
記
Q
R
コ
ー
ド
か

ら
も
申
込
可
。

小笠原さ小笠原さんん
イエンさイエンさんん チョンさチョンさんん

姫小川町の舘出町内会が開催す
たてだし

る日本語教室に通っているベトナ
ム人のチョンさんとイエンさん。
２人は安城で暮らし、働いていま
す。日本語の勉強にとても熱心で、
毎週開催される日本語教室に欠か
さず出席しています。今回は２人
に、日本に来て感じたことや、母
国ベトナムとの違い等を聞いてみ
ました。

ベトナムではどんな仕事をしてい
ましたか？
チョンさん エンジニアをしてい
ました。
イエンさん 高校の先生をしてい
ました。
安城市に来て大変だと思うことは
何ですか？
２人 言葉を理解したり、話した
りすることが大変です。言葉が分
からないので、職場の人とコミュ
ニケーションを取るのも大変です。

あとは、ゴミ出しのルールが難し
いです。ベトナムでは分別のルー
ルが無いので、一生懸命覚えてい
ます。
大変な時の支えは何ですか？
２人 日本語教室の先生にいろい
ろ質問したり、相談したりしてい
ます。
好きな日本語を書いてください
チョンさん

イエンさん

※どちらもベトナム語にはない言
葉だそうです。

将来の夢を教えてください。
チョンさん 日本語をもっと勉強
して、良い仕事に就きたいです。
イエンさん ベトナムで日本語教
室を開いて、日本語の先生になり
たいです。

２人が通う日本語教室を主催す
る舘出町内会長小笠原さんから

多国籍化が進む日本で、安
城でも外国人が多く居住して
います。地域で暮らしていく
中で守るべきルールを知って
もらい、共存・共栄していき
たいという想いから、町内会
で日本語教室を開くことを決
めました。同じ人間としてお
互いを大切にしながら、共に
成長していきたいですね。

市内の日本語教室一覧
連絡先場所対象開催日時団体名

緯〈７２〉７６４５社会福祉会館大人昇午前１０時～１１時３０分さくら日本語の会
市民協働課（緯〈７１〉２２１８）文化センター大人昭午前１０時～１１時３０分にほんごひろば
緯〈９９〉６１９５市民交流センター大人松午前１０時～１１時３０分サルビアにほんごの会
緯０８０〈２４１０〉０８２５
※問合せは午後３時～８時。県営古井住宅第２集会所（古井町）子ども晶午後４時～７時PayForward主催

Raimu-来夢-
らい む

緯〈７５〉６４７３又は
緯〈７４〉２２３２市民交流センター子ども不定期（主に春・夏休み）わくわく子ども日本語

の会

日本語が理解できなくて困っている外国人市民に、日本語を教えてみませんか。興味のある人は、下記連絡先
又は市民協働課へ連絡してください。



外
国
人
市
民
が
市
役
所

で
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
窓
口
で
は
テ

レ
ビ
電
話
通
訳
シ
ス
テ
ム

を
、
電
話
で
の
相
談
は
外

国
人
市
民
・
市
職
員
・
通

訳
セ
ン
タ
ー
を
結
ぶ
３
者

間
電
話
通
訳
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
ま
し
た
。

●
通
訳
で
き
る
言
語

ポ

ル
ト
ガ
ル
語
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
語（
タ
ガ
ロ
グ
語
）、中

国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
等

●
そ
の
他

利
用
で
き
る

時
間
・
窓
口
等
の
詳
細
は

市
H
P
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
左
記
Q
R
コ
ー
ド

か
ら
参
照
で
き
ま
す

嘩広報あんじょう 2019.11.1

■問諮市民協働課（〈７１〉２２１８）

第
２
次
安
城
市
多
文
化
共
生
プ
ラ
ン

を
策
定
し
ま
し
た

市
で
は
、
今
年
３
月
に「
第
２
次
安
城

市
多
文
化
共
生
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
計
画
で
は
、
国
籍
等
に
か
か
わ

ら
ず
安
城
市
で
暮
ら
す
誰
も
が
将
来
に
希

望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

目
標
と
し
、
多
文

化
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
た
７
つ

の
基
本
方
針
を
定

め
て
い
ま
す
。

■
７
つ
の
基
本
方
針
と
主
な
取
組

暫
多
文
化
共
生
に
対
す
る
理
解
や
意
識
の

定
着

暫
外
国
人
市
民
の
学
習
機
会
の
充
実（
日

本
語
教
室
の
開
催
・
運
営
支
援
）

暫
日
本
人
市
民
と
外
国
人
市
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実

暫
多
く
の
外
国
人
市
民
に
伝
わ
る
情
報
伝

達（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の

効
果
的
な
活
用
）

暫
外
国
人
市
民
の
暮
ら
し
の
不
安
軽
減

（
子
育
て
保
護
者
が
集
え
る
場
の
確
保
、

外
国
人
市
民
の
相
談
対
応
の
充
実
）

暫
外
国
人
市
民
が
地
域
で
活
躍
で
き
る
環

境
づ
く
り

暫
多
文
化
共
生
に
貢
献
す
る
人
材
の
発
掘・

育
成

※
プ
ラ
ン
の
詳
細
は
市
H
P

に
掲
載
。
下
記
Q
R
コ
ー

ド
か
ら
参
照
で
き
ま
す
。

安
城
市
の
現
状

安
城
市
に
は
平
成

年
４
月
１
日
現
在
、

３１

カ
国
、
７
３
６
７
人
の
外
国
人
が
暮
ら

５１し
て
い
ま
す
。
外
国
人
の
人
口
推
移
に
つ

い
て
は
、
平
成

年
の
世
界
的
な
経
済
危

２０

機
の
影
響
で
一
時
減
少
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
景
気
回
復
等
に
伴
い
平
成

年
か

２６

ら
増
加
に
転
じ
、
平
成

年
７
月
に
７
０

３０

０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。
今
年
４
月
に
出

入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法（
入
管
法
）が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
更
な
る

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
国
別
の
割
合
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
が
約

％
で
最
も
多
く
、
フ
ィ

３０

リ
ピ
ン
、
中
国
と
続
き
ま
す
。
近
年
は
、

ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
の
国
籍
の

人
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

市内外国人の人口推移（いずれも４月１日現在）

テレビ電話
通訳

電話通訳

現在、世界には１９６の国・地域があり、それぞれの国や地域ごとに特有の文化や風習が存在
しています。言語、宗教、習慣、文化等の違いを受け入れ、尊重しあいながら、互いに顔の見
える関係を築くことは、地域福祉や防犯・防災等の支えあいによる取組を行う上で欠かせませ
ん。国籍にかかわらず誰もが安心して暮らせる多文化共生社会について考えてみませんか。

Mayisangbagongsistemanginterpreter.

貨 広報あんじょう 2019.11.1

「
あ
い
ち
多
文
化
映
画
祭
」で
上
映

さ
れ
た
映
画「
サ
ン
ゴ
ー
ヨ
ン
★
サ

ッ
カ
ー
」の
上
映
、
宮
地
克
徳
氏（
同

映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）と
土
井
佳

彦
氏（
N
P
O
法
人
多
文
化
共
生
リ

ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
東
海
代
表
理
事
）

に
よ
る
ト
ー
ク
等
を
行
い
ま
す
。
多

様
な
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
達
の
思
い
を

一
緒
に
感
じ
、
多
文
化
共
生
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

月
８
日
掌
午
後
１
時

１２

３０

分
～
４
時（
午
後
１
時
開
場
）

●
場
所

ア
ン
フ
ォ
ー
レ
本
館

●
定
員

人（
定
員
を
超
え
た
場

２００

合
は
抽
選
）

●
申
込
み

月

日
捷
ま
で
の
午

１１

２５

前
８
時

分
～
午
後
５
時

分（
松

３０

１５

掌
抄
承
を
除
く
）に
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

市
民
協
働
課（
緯〈

〉２
２
１
８
／

７１

胃〈

〉３
７
４
１
）へ

７２
※
下
記
Q
R
コ
ー
ド
か

ら
も
申
込
可
。

小笠原さ小笠原さんん
イエンさイエンさんん チョンさチョンさんん

姫小川町の舘出町内会が開催す
たてだし

る日本語教室に通っているベトナ
ム人のチョンさんとイエンさん。
２人は安城で暮らし、働いていま
す。日本語の勉強にとても熱心で、
毎週開催される日本語教室に欠か
さず出席しています。今回は２人
に、日本に来て感じたことや、母
国ベトナムとの違い等を聞いてみ
ました。

ベトナムではどんな仕事をしてい
ましたか？
チョンさん エンジニアをしてい
ました。
イエンさん 高校の先生をしてい
ました。
安城市に来て大変だと思うことは
何ですか？
２人 言葉を理解したり、話した
りすることが大変です。言葉が分
からないので、職場の人とコミュ
ニケーションを取るのも大変です。

あとは、ゴミ出しのルールが難し
いです。ベトナムでは分別のルー
ルが無いので、一生懸命覚えてい
ます。
大変な時の支えは何ですか？
２人 日本語教室の先生にいろい
ろ質問したり、相談したりしてい
ます。
好きな日本語を書いてください
チョンさん

イエンさん

※どちらもベトナム語にはない言
葉だそうです。

将来の夢を教えてください。
チョンさん 日本語をもっと勉強
して、良い仕事に就きたいです。
イエンさん ベトナムで日本語教
室を開いて、日本語の先生になり
たいです。

２人が通う日本語教室を主催す
る舘出町内会長小笠原さんから

多国籍化が進む日本で、安
城でも外国人が多く居住して
います。地域で暮らしていく
中で守るべきルールを知って
もらい、共存・共栄していき
たいという想いから、町内会
で日本語教室を開くことを決
めました。同じ人間としてお
互いを大切にしながら、共に
成長していきたいですね。

市内の日本語教室一覧
連絡先場所対象開催日時団体名

緯〈７２〉７６４５社会福祉会館大人昇午前１０時～１１時３０分さくら日本語の会
市民協働課（緯〈７１〉２２１８）文化センター大人昭午前１０時～１１時３０分にほんごひろば
緯〈９９〉６１９５市民交流センター大人松午前１０時～１１時３０分サルビアにほんごの会
緯０８０〈２４１０〉０８２５
※問合せは午後３時～８時。県営古井住宅第２集会所（古井町）子ども晶午後４時～７時PayForward主催

Raimu-来夢-
らい む

緯〈７５〉６４７３又は
緯〈７４〉２２３２市民交流センター子ども不定期（主に春・夏休み）わくわく子ども日本語

の会

日本語が理解できなくて困っている外国人市民に、日本語を教えてみませんか。興味のある人は、下記連絡先
又は市民協働課へ連絡してください。
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